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例会会場/風の谷 TEL 024-548-0786 毎週水曜日 12：30

◆会長あいさつ 赤間浩一会長 

皆様改めましてこんにちは。 

まずはお越し下さいましたお客様をご紹介致します。 

国際ロータリー第２５３０地区 パストガバナー 石黒 秀司 

様です。 

ようこそお越し下さいまして、誠にありがとう御座います。 

本日は、当然私もですが、皆さんも楽しみにしている高橋 実 

会員が経営されております風の谷様での移動例会です。 

高橋 実 会員には本日大変お世話になります、よろしくお願い

いたします。 

 始めに皆さんにご連絡があります。 

姉妹クラブであります東京麹町ロータリークラブ様より、観桜会の案内を頂きました。既に事務

局より案内が渡っておりますが、３月２４日月曜日に東京ミッドタウンで行われます。 

会費は福島と比べると少々張りますが、このような機会が無いと東京ミッドタウンでの会食など

中々経験できないと思いますので、是非多くの皆さんと参加したいと考えておりますので、参加し

たい方は締切りが明日１３日となっておりますので、お申し込みの程よろしくお願いいたします。 

さて、本日石黒パストガバナーにお越し頂きましたのは、昨年の１０月にガザ地区において停戦

の合意が行われたわけですが、停戦の理由が５９万人を対象にポリオワクチンの２回目接種を行う

ために停戦となったそうです。 

それを知った当クラブ会員が、ポリオと言う事はもしかしてロータリーが絡んでいるのでは？と

思い、林会員に相談したところ、石黒パストガバナーにゲストスピーチを頂く事になりました。 

はたして停戦にロータリーが絡んでいるのでしょうか？ 

石黒パストガバナーに後ほどスピーチを頂きます、よろしくお願いいたします。 

本日は、おいしい料理と楽しく為になるお話をたっぷりご堪能頂きたいと思いますので、以上で

挨拶とさせて頂きます。ありがとう御座いました。 

 

◆風の谷オーナー様 挨拶 
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◆ゲストスピーチ 2020-2021 年度石黒秀司パストガバナー 

「ガザ停戦 ポリオワクチン投与その後」 

ガザ地区のポリオワクチン接種と平和構築の取り組み 

2024 年、ガザ地区で 25 年ぶりにポリオ感染が確認され、爆発

的感染を防ぐため、8 月末から 9 月にかけて 2 回の集団接種が計

画された。ロータリーやユニセフは、接種のための 7 日間の人道

的休戦を要請し、ロータリーは 50 万ドルの支援を表明。ワクチ

ンはイスラエル経由で輸送され、10 歳未満の子ども 64 万人以上

を対象に接種が実施された。 

第 1 回接種（9 月 1 日～3 日）では 18 万 9,000 人、第 2 回接種

（11 月 5 日）では 55 万 6,747 人がワクチンを受け、接種率は

94%に達した。しかし、戦闘の影響でガザ北部では 88%にとど

まり、一部地域では 7,000～10,000 人が未接種のままとなっ

た。その後、下水からポリオウイルスが検出され、感染リスクが

続いていることが判明。これを受け、2025 年 2 月 22 日～26 日

に追加接種（59 万 1,000 人対象）が計画され、4 月にも追加接

種が予定されている。 

ロータリーの平和構築の取り組み 

ロータリーは「世界平和」を目標に掲げ、ポリオ撲滅を通じて平和を推進している。この取り組み

には「水と衛生」「母子の健康」「教育の支援」などの重点分野が関わっている。また、ロータリ

ーは「ロータリー平和センター」を通じて、紛争解決と平和構築の専門家を育成。世界 6 カ国 7 大

学に平和センターを設置し、2002 年の創設以来、1,800 人以上のフェローを輩出している。 

日本では、国際基督教大学（ICU）に平和センターが設置され、平和研究や国際関係、紛争解決な

どを学ぶ機会を提供。広島への研修旅行や国連大学のセミナー参加を通じ、平和構築の知識を深め

ている。 

日本のロータリアンの支援と今後の課題 

日本のロータリアンは 1 人当たり年間 15 円の

支援金を提供しており、広島や東北での研修

費、フェローのオリエンテーションなどに活用

されている。戦争を経験した国からのフェロー

が広島で被爆者の話を聞くことは、平和教育の

大きな意義を持つ。 

2025 年度からは支援金が 30 円/人/年間に増額 

され、さらなる支援の拡充が期待される。 

平和は当たり前ではなく、先人たちの努力や平

和フェ

ローの活動によって築かれている。「教育の支援」「母子

の健康」も世界平和に貢献する重要な活動であり、私たち

もできる限りの協力を続けていくことが求められている。 

 

本日の例会会場 


